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双極Ⅱ型障害は，抑うつの症状あるいは抑うつと軽躁の頻繁な交代の予測不能
性が，臨床的に意味のある苦痛や機能の障害を引き起こすことが，診断の要件と
されている(DSM-5)。
抑うつや軽躁は，誰もが経験し得る気分の変動である。そこには，どうしても

自分の意のままにならない面と，自分でコントロールできる面とがある。人の気
分の変動は，そのもともとの振れ幅という無意識的な過程と，それを安定化させ
ようとする意識的な過程の，バランスにより形作られている。
抑うつや軽躁が精神症状としてのエピソードに至るのには，2つの要因がある
だろう。ひとつは，気分の変動の質と量の過大である。抑うつは精神的不調の一
般的な表れだが，軽躁の方向にも振れるという質の変化，抑うつの程度が強くな
るという量の変化である。もうひとつは，気分の変動の安定化の不十分さである。
自らの気分を自覚できなかったり，気分の変動を安定化する自己制御が苦手であ
ると，気分の変動は頻回あるいは予測不能となる。こうした 2つの要因のバラン
スにより，抑うつや軽躁は精神症状としてのエピソードにまで至る。
本号が特集している双極Ⅱ型障害においては，気質特性や不安症は気分の変動

のもともとの振れ幅の大きさと，パーソナリティ障害や発達障害との併存は安定
化の不十分さと，高齢であることはその両者と結びついている，と考えることが
できる。振れ幅は，無意識的でより生物学的で皮質下構造の脳機能が担い，安定
化は，意識的でより心理社会的で脳機能としては大脳皮質の脳機能が担う，とい
う想定である。
診断の要件である，臨床的に意味のある苦痛や機能の障害は，そうした気分の

変動が本来の精神機能を妨げていることの表れである。気分は，意欲や身体感覚
を通して自覚的な苦痛に，思考や活動を通じて機能に結びついている。治療もそ
うした病態に応じて理解することができ，薬物療法や社会リズム療法は気分の振
れ幅に，認知行動療法や対人関係療法は気分の安定化に焦点を当てた方法である。
精神疾患を何らかの脳機能の失調と捉える時，「脳機能失調のあり得るパター

ンはそれほど多くない」とする考え方がある(福田 2014)。ここで述べた双極Ⅱ
型障害の理解は，そうした捉え方の一例である。このような理解により，双極Ⅰ
型障害との関係も含めて，双極Ⅱ型障害をより全体的な精神疾患の成り立ちのな
かに位置付けることができるだろう。 (M.F.)
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